
Chapter 1-2　動画の基本
動画を編集する際に、知っておくと編集がスムーズに行える３つの用語があります。「フレーム」、「フレームレート」、「タイムコード」の3 語です。ここでは、この３つの用語について解説します。

■３つの用語を覚えよう

　ビデオの編集では、次の３つの用語の意味を理解しておくことが重要です。これさえ覚えておけば、ビデオ編集もグッと身近になります。

●「フレーム」と「フレームレート」
　最初に、動画はどのように動きを表現しているのかを理解しておきましょう。動画は、連続写真を撮影し、これを高速に切り替えて表示することで、動きを表現しています。いわゆる「静止画像」を高速に切り替えて表示しているのですね。このときの１枚の写真を、ビデオ編集では「フレーム」と呼んでいます。
　そして、１秒間に何枚のフレームを表示しているのかを「フレームレート」で表現しています。
　たとえば、一般的なハイビジョン映像の場合、１秒間に約30枚のフレームを切り糧表示することで、動きを表現しています。なお、フレームレートは「fps」（frames per second）と表記されます。30枚のフレームを切り替えて表示している場合は、「30フレームレート」といい、「30fps」と表記します。
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複数の写真を高速に切り替えて動きを表現

┌---------------------------------------------------------┐
TIPS
「29.97fps」と中途半端なフレームレート
現在、ビデオカメラなどのフレームレートは「29.97fps」と表記されるのが一般的です。これは、テレビがモノクロ放送の時代には、映像と音声信号を送信するためには30fpsでよかったのですが、カラー放送でカラー信号を映像信号と一緒に伝送するには、フレームレートが29.97fpsである必要があったため、29.97fpsという中途半端なフレームレートが採用されています。
└---------------------------------------------------------┘

●タイムコード
　タイムコードというのは、映像の中から特定のフレームを指定するための「物差し」といえるものです。ある特定のフレームを指定する場合、1秒間に30枚ものあるのですから、１時間、2時など長時間になると枚数で指定するのも大変です。そこで、ビデオ編集では、特定のフレームを指定する場合、「タイムコード」という時間を利用した物差しで指定します。
　たとえば、画面に表示されているフレームですが、「時間表示」ウィンドウに数字が表示されていますね。これがタイムコードです。そして、タイムコードは以下のように読みます。
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	 ００：０１：４９；１１
 　↑　 ↑　  ↑　  ↑
 　時　 分　  秒　フレーム数


　この場合、このフレームは1分56秒５フレーム目のフレームだという意味になります。
　なお、フレーム数に注意してください。たとえば、30fpsの場合、29フレーム目の次は1秒繰り上がり、00になります。
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